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「聴くこと」
校 長 櫻 庭 一 也

肌寒い日が続くようになり、いつの間にか秋を感じさせられる季節となりました。今年は、コロナウイルス

の影響で、学校でも地域でも行事等が中止や変更、縮小となり、季節感があまりなく、あっという間に秋にな

ってしまった気がします。そんな中ではありましたが、今月は学校祭を実施することができましたし、10月
は修学旅行を実施します。今後はできる限りの感染予防対策をとりながら、いろいろな教育活動を行っていく

予定です。ご理解とご協力をお願い致します。

さて、先日、旭川病院の思春期外来を担当している武井医師の講演を聴く機会があり、多くの事例を知るこ

とができました。子どもたちの生の言葉をしっかりと受け止め、ゆれ動く子どもの心に向き合い、寄り添うこ

とを大切にしている先生の講演を聴きながら、一つの詩を思い出しました。

話を聞いてくれというと あなたは忠告をはじめる

話を聞いてくれというと そんなふうに考えるものじゃないとあなたは言う

話を聞いてくれというと 私の代わりに問題を解決してくれようとする

私が求めているのはそんなことではない 聴いてください

私が求めているのはそれだけだ なにも言わなくていい

何もしてくれなくていい ただ私の話を聞くだけでいい （作者不詳、一部略）

いつも聴いてだけいればいいというわけではありませんが、ストレスがたまりやすい今の状況の中で

は、聴くということを大切にしたいと思っています。

学校では、子どもや保護者、地域の思いをしっかりと受け止めるよう努めていますが、ご家庭との協

力は欠かせません。気になることがありましたら、いつでも学校までご連絡ください。
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